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ピープルアナリティクス&HRテクノロジー協会とは

人材データを分析・可視化し、人と経営の未来に活かすピープルアナリティクス(PA)と、それ
を牽引するHRテクノロジーの活用を「産・学・官」で普及・推進を目指す団体です

人財関連データの

活用
人の行動データや会社に眠っ
ている人財関連データの有効
活用の提案

HRテクノロジーで

変革
データに基づきHRテクノロ
ジーで人や経営に影響を与え
る

技術や枠組みを

共創
産官学で活用のための新た
な技術や枠組みを共同研究し
創り出す

活動内容

• 設立日︓2018年2月20日
• 会員企業数︓約142社 (2021年4月現在)基本情報

目的

• 人事データ利活用に関する勉強会(ピープルアナリティクスラボ)の実施
• ピープルアナリティクス アカデミーの実施
• ワーキンググループ活動(WG)等のイベントの実施
• 「人事データ利活用原則」の作成及び普及
• 「人事データ保護士」資格制度
• Digital HR Competition(優れたピープルアナリティクス・HRテックの取り組みを表彰)開催



ピープルアナリティクスにおける日本国内の注目度の変化

PAの浸透度は大企業で8割以上を維持、全体でも6割を超える水準まで来ている

出所：PwCピープルアナリティクスサーベイ2019,2020
「人材データ活用に関して、貴社における今後の取り組み状況についてお答えください。」の設問対し、
「取り組みを実施している／実施した」および、「今後取り組む予定がある」の回答者の割合
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グローバルでHRテクノロジーの分野での投資は進む

HRテクノロジーへの投資意欲 HRテクノロジーの注力分野

ピープルアナリティクスが注力分野の上位として位置付けられる

（出所）PwCコンサルティング合同会社HRテクノロジーサーベイ



日本国内のピープルアナリティクスの活用領域

各領域でのピープルアナリティクス活用

ピープルアナリティクスを活用した事業開発
自社の成功事例の外販

組織マネジメント
チェンジマネジメント、戦略的コミュニケーション

人材のフォーメーション、チームアップ
オフィス環境・業務支援機能

人材マネジメント

採用 配置 育成 代謝評価・
処遇

要員
計画

効果検証
経営の巻き込み
現場の巻き込み
 アナリスト育成（解析機能強化）
 ピープルアナリティクス推進組織構築
 データ一元化
 データクレンジング

 ワークスタイル特徴解析（オフィススイート解析）
高エンゲージメント組織特徴解析
最適チーミング予測
 ネットワーク可視化

最適要員構造予測
自社特有のハイパフォーマー特徴解析
採用時パフォーマンス予測
配置マッチング予測
成長パターン可視化
 メンタルリスク予測
退職予測

ピープルアナリティクス活用の基盤整備

データマネジメント・ピープルアナリティクス活用の全体像
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採用・配置・退職まわりで活況
 データマネジメント・ピープルアナリティクス方針策定
（現場の）課題明確化
領域別のベンダー選定

（出所）HR Tech / ピープルアナリティクス活用コンサルティング紹介（MURC）



協会活動内容概要

ピープルアナリティクスラボ

Digital HR 
Competition

ワーキンググループ活動

人事データ活用の概要・潮流・有用性・注意点を理解し、自社の取り組みに活用していた
だく（または委託の 判断軸を持つ）ための、会員向けの講座
年間８回を予定 (詳細は決定次第告知いたします)

様々なテーマで、ワーキンググループ活動を行っております
メルマガにて、開催状況は随時共有いたします (ほぼ毎月開催しております)
ワーキンググループについて https://peopleanalytics.or.jp/committee/

“労働市場における社会課題を解決する”をテーマに、ピープルアナリティクス部門とHRテク
ノロジー部門で、優れた取り組みを表彰するコンペティションを開催しております
10月、11月に各部門ファイナルを実施。 HP https://digital-hr.jp/

人事データ保護士
人事データに関しての基礎的な法律の知識を備え、社内での不正な取り扱いを正し、公
正な取り扱いができるような担当者を育成するための資格制度を開始いたしました
詳細 https://peopleanalytics.or.jp/hrdataprotectionexpert/

ピープルアナリティクス
アカデミー

ピープルアナリティクスに関する学びを通じ、各企業が持つ課題を理解し
解決のための処方箋づくりについて、アカデミックな視点から学びを得ます。
(早稲田大学 組織経済実証研究所共催)
https://peopleanalytics.or.jp/news/2946/

https://peopleanalytics.or.jp/committee/
https://digital-hr.jp/
https://peopleanalytics.or.jp/hrdataprotectionexpert/
https://peopleanalytics.or.jp/news/2946/


人事データ利活用原則 経緯
①業界団体等に対してプロファイリングに関する自主的なガイドライン等の作成をすることを提言

平成30年12月19日、公益社団法人商事法務研究会パーソナルデータ＋α研究会「プロファイリングに関す
る提言案」公表

②人事データに関する自主的なガイドラインとしての人事データに関する原則策定の考え方をとりまとめる

令和元年5月13日 協会「人事データガイドライン（案）について」公表

③令和元年5月13日付け「人事データガイドライン（案）について」の名称を一部変更の上、最新の状況を反
映した考え方を示す

令和元年11月28日 協会「人事データ利活用原則に関する考え方について（案）」公表

令和２年03月19日 「人事データ利活用原則」の一般公表

④2020年秋 人事データ保護士（HR Data Protection Expert) 認定資格制度 開始



人事データ利活用原則の位置づけ

協会による自主的な取組み

当協会は、個人情報を含む人事利活用データを利用したプロファイ
リングに関して、9原則を提言。

これらの諸原則は事業者がピープル・アナリティ クスを行う、ある
いはHRテクノロジーを導入する 際に社会的・倫理的責任を果たす上
で参照すべき チェックリストとして機能することが期待される もの
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人事データ利活用原則の位置づけ

5

人事データ活用の９原則

①データ利活用によ
る効用最大化の原則 ②目的明確化の原則 ③利用制限の原則

④適正取得原則
⑤正確性、最新性、

公平性原則
⑥セキュリティ確保

の原則

⑦アカウンタビリ
ティの原則

⑧責任所在明確化の
原則 ⑨人間関与原則
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ピープルアナリティクスの領域の今後の流れ

データの変化

プラット

フォーム

の変化

ユーザの

変化

ガバナンス・

アナリティクス組
織の変化

「データの民主化」
「職場/現場思考」「動的性」が加速

人事のためのアナリティクス
から、現場マネジメント・従
業員価値向上のための活

用が進む

「統一性」「接続性」
「セルフサービス」

「ユーザ思考」が加速

「普及」と「統制」のバランス担う
ことが求められる

55%
従来型人事データだけでなく、パーソナル
データ・動的データの活用を計画している

52%
先進企業ではデータ分析に

BIツールを使用している

58%
先進企業では人事データ活用を現場
のマネージャーへ拡大する計画がある

44%
個人情報の法令順守が最新にアッ
プデートできているとは言えない

今後、使用者に応じた適切なガイドラインの構築がより求められる
マネジメント向け（従業員に対する重要な意思決定）は、説明責任・透明性・リテラシーの向上が求められ、
従業員向け（育成等の自己の意思決定）は、本人へのメリット提示を伴う新たなデータ獲得などが必要となる

出所：PwCピープルアナリティクスサーベイ2019,2020
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